
天体観測指導書
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望遠鏡は、ふ しぎな器械です。そしてすばらしい器械です。遠 く

にある物 を近 くに引きよせて見せて くれます。50倍の望遠鏡では

38万kmの ところの月は、アメリカ ぐらいの I巨離まで近づいてきて、

肉眼ではわからなかったいろいろなことを教 えて くれます。

0壁 遠鏡の使い方の基礎」、「附属品の種類 と使い方」、 哩 遠鏡使

用時の注意」は必ず言売みましょう (2～ 4ページまで )。

0架台の取 り扱い方については、お買い求めの望遠鏡が、経緯台式

が赤道儀式かによって、次のページを参照 して ください。

・ 経緯台式の時… 5ページの「経緯台の使い方」参照。

・ 赤道儀式の時… 6～ 10ページの「赤道儀の使い方」参照。 5ペー

ジも読んでおけば参考にな ります。

O「観測編」(12～ 38ページ)は観測する天体 ごとに説明 してあ ります。

どの天体から観測 してもよいわけですが、見やすい天体からしだ

いに暗い天体に目を向けてゆきます。

①月、②太陽、③木星、④ 十星、⑤金星、⑥ 人星、⑦水星、③重

星、⑨星雲・星団。

● 写真の写 し方については「撮影編」(39～ 44ページ)を参照 してく

ださい。

0望遠鏡の しくみや性能、その他についてもっとくわ しく知 りたい

方は、喝就 編」(45～ 50ページ)を参照 してください。

O目 をきたえようノ

望遠鏡でのぞいた天体のすがたは経験の多い、少ないによってか

なりちがいます。何回も観 ,則をしているうちに、はじめのうちは

見えなかったものが、見えは じめてきます。

組み立てたあと、いざ望遠鏡をのぞいてみたら何 も見えないとか

よく見えないということを時々聞 きます。そんな時1ま次の点をい

ちど調べてみてください。

● ファインダーがずれていないか ?

調べ方と調整の方法については 2ページの「ファインダーの調整」

の項を参照。

0対物キャップをつけたまま観測 していないか ?

うっか りして対物キャップをはずすのを忘れている時があ ります。

0接 眼レンズにサングラスをつけたままに していないか ?

太陽を見たあとは、かならずサングラスをはずしてください。

● 室内から星を見ていませんか ?

窓ガラスを通 して望遠鏡でのぞいた像は、―ゆがんだり二重になっ

たりして見えます。 また室内と外の温度がちがう時は、窓から流

れる空気の乱れによって像がゆらゆらと動 き、よく見えません。

必ず外で見てください。

0望遠鏡の力軸が狂っていないか ?

光車由が狂っていると、良いレンズや鏡でも星が長 くのびたり、よ

けいな色がついて見えます。光車由の修正については ‖ ページ を

考募月薇。

O星 が大 きく見えない /どうしてか ?

太陽以外の恒早は、い くら大 きな望遠鏡で見ても大きく見えませ

ん。それは、太陽や月や惑星 よりもずっと遠 くにあるためです。

望遠鏡を使 うと良い点は肉眼だけでは見えなかった暗い星が見え

てくることです。(47ページの「天体望遠鏡の性能」を参照 )。
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天体望遠鏡は倍率が高 く、視界 もせまいので、数多い星の中から

|つの星 をさが し、その星のうごきにしたがって望遠鏡を動か し

てゆくことは、なかなかむずか しいものです。天体望遠鏡をうま

く使いこなすことが観測を成功 させるコツです。

別紙の「組み立て方」をよく読んで組み立てて ください。組み立

て方が悪いと、星がなかなかつかまらなかった り、つかまえた星

がゆれて、よく見えなかったりします。とくにつぎの点に,主意 し

て組み立てて ください。

0脚をとめるネジや架台のネジが、 しっか り固定 されていますか。

0鏡筒は、架台を中心にして前 とうしろが同 じ重 さになるようにバ

ランスをとります。バランスのとり方は、鏡筒を前後に動かせる

望遠鏡では、鏡筒を前後に動か して調整 します。

鏡筒を前後に動かせない望遠鏡では、対物側が少 し重 くなってい

るのが正常です。

接日艮レンズには外径 24.5%の さしこみ式と、36.4m/m(ピ ッチ |%)

のネジが切ってあるね じこみ式とがあ ります。 ドローチュープの

大 きさにようて、これら 2種類の接眼レンズの取 り付け方が、ち

がうため下図の通 り、取 り付けて ください。

● ドローチュープの内側に36.4%のネジが切ってある場合

(以後、36.4%径 ドローチュープとよびます。)

eド ローチュープを長 くするための延長チューブが、ついている反

射望遠鏡では、直接撮影法 (39、 40ページの「直接撮影法」の項

を参照)の場合だけ、このチュープをはず してください。その他

の時に、はずすとピン トが合わなくなります。

0接 眼音5に ついている

焦点調整ハン ドルを

まわすと、 ドローチ

ュープが外に出た り、

中に入ったりします。

ビン トは、この ドロ

接眼 ア ダプター

接
眼
レ
ン
ズ

焦点調整
ハンドル

ドローチュープ

前後にうごく

―チュープの出 し入れで合わせます。

0昼間、遠 くのけしきにピン トを合わせる練習をくりかえし、やっ

てみましょう。鉛筆やマジックペンなどで、 ドローチュープに印

をつけてお くのもよいアイデアです。

O星 を見る場合、最初は倍率の低い接眼レンズを使います。見える

範囲 (視界)が広 く、明るいため星をさが しやす くなります。倍

率を変えたい時は、接眼レンズをつけかえます。 ビクセンの接眼

レンズは、どれを使っても、ほとんど同 じ位置でピン トが合いま

す (同焦点接眼レンズという)。 また、オールコー トをしてあるた

め、ゴース トなどが、きわめて少なくなっています。

ファインダーは観測 しようとする星を、楽にしかも速 くつかまえ

るための倍率の低い小さな望遠鏡です。ファインダーと望遠鏡は

それぞれ同 じものが見えないと、星を望遠鏡の視界にとらえるこ

とができなくなります。

●昼間、望遠鏡にいちばん倍率の低い接眼レンズをつけ、 1000m以

上はなれている、よくめだつ大 きな木やアンテナを視界の中に入

れます。

0望遠鏡を、そのままクランプで固定 し、ファインダーをのぞいて

ください。望遠鏡のまんなかに見えるものが、ファインダーの視

界のまんなかに見えない時は、ファインダーの脚についている 3

本の調整ネジを動か して像を中心にもってきます。

0遠 くにある大 きな木のてっぺんを利用 してファインダニを
調整した例  (①、②、③ :調整ネジ)

①と②を少しゆるめ
③をしめる

はさか

さま′こ見

えます。

調整後

ファインダーの調整

ネジなどの二重ネジ

の しめかたは右図の

ooの 順序です。
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0ド ローチューブの外径が28m/m以下の場合

(以後、24.5m径 ドローチューブとよびます。)
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…… 25、 26ページの「太 陽の観測」を参照

目で直接、太陽を見ることはで

きません。まして望遠鏡は光を

よけいに集めるため、望遠鏡で

直接、太陽を見ると失明 します。

かならず接眼レンズにサングラ

スをつけて観測 して ください。

ただ し、36.4%径接眼レンズは径 が大 きいため取 りつけることは

できません。

C画園ヨ■■D・ …反射式には使用できません。

屈折望遠鏡で頭のまうえ (天頂 という)あたりの星を見 ようとす

ると、あおむけになって見なければならないため首が
つかれます。

この不便 をなくすために天頂 プリズムを使います。反射望遠鏡
は

つねに鏡筒の横か らのぞくため、天頂 プリズムを使 う
1醒があり

ません。

0天頂 プリズムを使った場合は、上下は正常ですが左右が反対の像

になるため、視界の東西南北 をまちがわないようにしてくださ
い。

り付け方はサングラスと同 じです。

バ ローレンズは対物 レンズの焦点距離 をのばすや くめをします。

下図のように取 りつけてください。倍率は、接眼レンズだけの時

よりも 2倍大 きくなります。ただし過乗1イ音率にならないように注

意 してください。(48ページの「倍率限界表」を参照 )。

低倍率 (40倍以下 )や 口径 が 80

%以上の望遠鏡 で満 月ごろの月

を見 ると、明 る くまぶ しす ぎて

よく見 えない ことがあ ります。

こんな時 は、接眼 レンズにムー

ングラスをつけて くだ さい。取

ムー ングラス
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天頂 プ リズム

さし二む

天頂 プリズム

接 眼アダプター

C□日■■型困卜…反射式には使用できません。

天体望遠鏡は、像がさかさまに見えますが、地上プリズムを
つけ

ると、像はI立 して見えます。

地上のけしきは、低い倍率で見て ください。地面の近 くは、空気

のゆれがはげしく、高い倍率ではシャープさがなくなります。

接 眼アダプターをはず してからとり

つけます。

245%ア ダプター 36.4%径 接 眼 レンズ

接 眼アダプター              さ しこむ

百二士←
ドローチュープ

24.5%ア ダプター 36.4%径 接 眼 レンズ

さしこむ

ザ 司
ドローチユープ   :4.5%用池上プリズム

ね じこむ
24.5%径 接 眼 レンズ

嘲0日菫
γメ与_3“ 4%径接眼レンろ

―

・…反射式には使用できません。

太陽の長時間観測では、太陽の熱のためにサングラ
スが、われる

ことがあ ります。サンプリズムを使 えば、太陽の光 と熱
の96%を

外ににが し、残 りの 4%で観測するため、長時間の観浸」ができま

す。取 り付け方は、天頂 プリズムと同 じです。
この場合でもサン

G回豊ヨコロED(焦点距離18m/m)
ふつうの接眼レンズと同 じように使用 してください。地上プリス

ムと同 じように像が正立に見えます。ただし倍率は変えられませ

ん。倍率の計算の しかたは、他の接眼レンズと同様です (48ペ ー

ジの倍率の項を参照 )。

グラスは、かならず接眼レンズ

につけ、対物 レンズキヤツプは

取 りはず して、対物 レンズロ径

いっばいの1生能を出すようにし

てください。分解育ヒが、ひ じよ

うによくなります。

サンプリズム

●
は
・

サングラス

胚

さし二む部分接眼アグプター

地上接 1艮レンズ



● レンズや鏡の表面 をハンカチなどのかたい布で、ごしごしこすら

ないでください。レンズや鏡にきずがつくと永久にとれません。

● かたい布 で レンズ をふ い て はい け ませ ん。

0レ ンズや鏡の表面をオ旨先でふれないでください。指 もんがついて

しまったときは、レンズの場合はシ リコンクロスなどレンズ用の

布や紙で軽 くふいてください。鏡の場合は、よくあらったもめん

の布にアルコールをすこししみこませ、かるくふいてください。

0対物 レンズは枠からはずさないでください。

o対 物 レンズは枠 か らはず さない で くだ さい

● あちこちのネジは、やたらにはずさないでください。

0観測中に足で望遠鏡をひっかけて、たおさないように,主意 してく

ださtヽ。

O接眼レンズは、接眼ケースに入れるか接眼キャップをして、附属

品ボックスに入れておきます。レンズは保管が悪いとカビがはえ

て性能がおちてしまいます。他の附属品も同様に附属品ボックス

に入れておいてください。附属品ボックスには草乞燥斉」を入れてお

きます。

●望遠鏡を使わないときは、湿気のない風通 しのよいところにおき

ます。組み立てたままでしまってお くときは、ビニールカバー (又

は、布で同型のカバーを作って下 さい)を かけて、ほこりをかぶ

らないようにします。また格納箱に入れてイ呆管するときは、床の

上にお くと湿気 をおびるので台の上にお くようにして下 さい。

0望遠鏡は、ていねいにあつかいましょう。三脚のネジや架台のネ

ジなどは、 しっか りしめて ください。

● レンズにつゆがついたときは、そのまま望遠鏡を室内に入れてか

わか します。つゆがかわいたあとレンズ表面にしみが残っている

ときは、アルコールをふ くませたやわらかい布やレンズ用の布か

紙でふいてください。つゆで金属部がぬれたときは、やわらかい

かわいた布でふきとつてください。観測中はカイロなどで対物部

をあたためるのもつゆをつけないための良い方法です。

oレ ンズのカビは、はやいうちにレンズクリーナーやアルコールを

しめ したやわらかい布などで
｀
取 りのぞきますが、カビがつかない

ようにすることがたいせつです。

O接眼レンズをかたい地面におとすと、レンズにひびが入ることが

あ ります。中央部にひびわれができたものは使えません。レンズ

のはしに小さく員がら状に入ったきず くらいなら、使 うことがで

きます。

●観測 したあとは、かならず鏡筒にキャップをしてください。反射

式は鏡筒の前側があいているため、キャップをしないでそのまま

にしてお くとホコリがたまりやす く鏡にはよくあ りません。

oキャップをしていても長い間のうちには、ホコリが自然にたまり

ます。少 しぐらいのホコリは、観測には関係あ りませんが、どう

しても気になる時は、主鏡は主鏡枠につけたままで、斜鏡は斜鏡

筒につけたままではず して、ブロアー (カ メラ店で売っています。)

でホコリをふきとばすようにします。

oそ れでもホコリがとれない時は、鏡だけはず して水あらいをし、

中性洗斉1を とか した温水中にしばらくっけた後、真水で`よく,先斉」

をあらい流 し、かわか します。マルチコー ト処理をした鏡では、

表面が じょうぶになっているため、かわいた後よくあらってかわ

か したもめん布で`軽 くふいてもかまいません。マルチコー ト処理

をしていない鏡は、かわか した後、布でのふきとりはしないでく

ださい。表面にキズがつきやすいためです。

0鏡 を枠に取 りつける時は多少ゆるめに取 り付けてください。 しめ

すぎると像に悪い影響がでます。

o主鏡および斜鏡にくもりがきた場合は再メッキの必要があります。

再メッキに要する期間は約 lヵ 月、料金 は有米斗です。

●

接日艮ヶ． ス 附属 品 ボ ックス



「

天体望遠張し、倍率が讐 くヽ し
かもおもいので、鏡筒をささえる

台 (架台)が1蟻です。架台にはつぎの 3つのや く
めがあります。

0観 測 しようとする星を、か くじつに早 くつかまえる。

o観測中 (二、星の像がゆれうごかないようにする。

0星のうごきにあわせて、鏡筒をうごかす。

この鏡筒をうごかす方法によつて架答
は経緯台と赤道儀にわけら

れます。

と泉単あ2つの方向=く よ引‐た築苔t
この 2つの方向のうごきによつて、どこにある星でも、自由

につ

かまえたり、追つたりすることができます。星
は、空をゆつくり

とぅごいていますがこの星のうごきにあ
わせて、鏡筒を少 しづつ、

なめらかにうごかす製害を、機劃装書とぃぃます。経緯台には、

この製書がついているものとついていないものとがあります。

イカルスD型経‖台 ′_L~F鋤
/~ハ イ牲
下 動 ステー

水平 微 動 ハ ン ドル
水平動クランプ

カスタム型経緯台

水平 動 クラ ンプ

上下動クランプ

G目目箋図圏E日)しょぅけどぅ   プをゆるめると望遠鏡を水平方向o水平動クランプと上下動クラン

と上下方向に自昌にうごかせます。このクラ
ンプをゆるめた1大態

でファインダーの視界内の十字線の交点附近
に目的の星を入れて

ください。星が入ったら両方のクランプをしつ
か りしめます。(な

ぉ、ヵスタム型は、望遠鏡をすきな高さに自由
に止めることがで

きるフリース トツプ式で上下動クランプはあ
りません。)

o望遠鏡に低倍率の接眼レンズをつけてみると視界の中
に目的の星

が見えています。もし目的の星が見えな
い場合は、 |ページの「望

道轟卜見えない、さあどうしよう.′」を参照してください。

o星のうごきに合わせて望遠鏡 をうごか してゆきます。微動装置
が

っぃている望遠鏡では、上下および水平微動
ハン ドルをつかつて

少 しづつ動か してゆきます。微動装置
がないものは、上下および

水平動クランプをゆるめて鏡筒をもちな
がら星を追つてゆきます。

星を長時間追いかけてゆくことは、
かな りつかれます。また望遠

鏡をうごかすことに気 をとられ、天体 を
よく観測できないという

こともあ ります。そのため次の方法をためしてくださ
い。

o望遠鏡に星を入れてそのままじっとみていると星が しだ
いに動い

てゅくのがわか ります。星が動いてゆく方向が、方角
の西にあた

ります。まずこの方篤をたしかめます。

b星のうごき(南の空を見た時)

Jヒ

′           ヽ東
甘―
ユニ竺→
り
西

南

(望遠 鏡 を使 わない時 )

南

寺    天頂 プリズム使 用の時

(望遠 鏡 を使 つた時 )

o星 を望遠鏡に入れたら、できるだけ視界の東
の方に移動 させます。

星が望遠鏡の視界を、よこぎつ
てうごいてゆきますから、その間

は、望遠鏡にさわらないで星をよく見
てください。このよこぎる

時間は接眼レンズの倍率が高
いほど速いため、は じめの うちは倍

率の低い接眼レンズを使つた方
が観測 しやすいで しようo

o星が視界からにげそうになったら、また望遠鏡をう
ごか して耕

の東の方に星を入れてや ります。

この 0と 0の操作 をくりかえしおこなえば、
つかれずに長い時間

星を観測することができます。

カ ス タム型 で は上 下 動 は フ リー ス トツプ型 式
です

水平 動 クラ ンプ

上下微 動 ハ ン ドル

水平 微 動 ハ ン ドル
ニ



星の動 き (日周運動 という)と 同 じに望遠鏡を動かせるようにし

た架台を赤道儀 といいます。

鏡筒のバランスを、よくとることは、正確な観測 と望遠鏡をなが

もちさせるためのコツです。バランスが、とれていない望遠鏡で

は、星をスムーズに追えなかったり、観測中に鏡筒が、ずれたり

して充分な観測ができません。また赤道儀に、余分な力がカロわり

故障の原因にもな ります。まず極車由固定ネジをゆるめ極車由を写真

のょうにかたむけてお きます。

● 赤緯軸に対するバランスは、極車由クランプをゆるめ赤緯軸 を水平

にし固定 します。赤緯クランプをゆるめて鏡筒を水平にした時、

鏡筒がそのまま水平になっていれば、バランスがとれています。

鏡筒が、どちらかに下る時は、バン ド固定ネジをゆるめ、鏡 筒を

前後に動か してバランスをとります。

0極車由に対するバランスは、極車由クランプをゆるめた時、赤緯軸が

そのまま水平になっていれば、バランスがとれています。バラン

スが、とれていない時は、バランスウェイ トを移動 させてバラン

スをとります。

●北極星が見える場所に、組み立てた望遠鏡を設置 します。

0赤緯クランプをゆるめ、日で見て鏡筒と極車由をだいたい平行にし

赤緯クランプをしめます。

0極車由の傾 き (次の●の方法で傾

きを変える)と 極軸の方位 (次

の口b方法で方位 を変える)を

なお して、ファインダー視界の

中心に右図のようにJヒ極点をと

らえます。

0極車由の傾 きは、極車由固定ネジをわずかにゆるめてから高度調整ネ

ジをまわして合わせます。この時、高度調整ネジについている六

角ナットは、土Lま であげておきます。 じっさいの傾きよりも高い

ところから、 しだいに下げていつたほうが合わせやすいようです。

0極 軸の方位の調整は、架台下部の方位調整ネジをわずかにゆるめ

てから、架台全体 を持つて回転 させておこないます。

00と 0の操作 をくりかえしおこない図0の ようになったら桐葬由固

定ネジ、高度調整ネジのナッ ト、方位調整ネジをじゅうぶんにし

めておきます。これで赤道儀の調整ができました。

●極車由クランプと赤緯クランプをゆるめます。ファインダーで十字

線の交点附近に目的の星を入れて ください。星が入ったら両方の

クランプをしめます。十字線の交点から、ずれている時は、極車由

微動ハン ドルと赤緯微動ハン ドルを回 して星が中心にくるように

調整 します。

0低倍率の接眼レンズ (m/m数の大 きなものほど倍率が低い)を望遠

鏡につけてのぞ くと、視界の中に目的の星が見えています。

0星の動 きに合わせて、極車由微動ハン ドルをまわしてゆけば、星を

何時間でも追ってゆけます。極軸微動ハン ドルを 1回転すると、

赤経時角目盛環の 1目盛分 (10分)だ け望遠鏡が動 きます。

調整 ネ ジ

● 赤緯軸に対するバランス

ぅこかす恋再1″
=プ
ロ‐」島LぷT__

|~■日■■■HL.極軸
バ ンド固定 ネ

'

0極軸に対するバランス
極
軸

極軸クランプ (襄側)
ゆるめておく 4-→

ラヾンスウエイ ト

0       凛′

$なメ
■
ξ,る

鏡筒を横から
て零爾 にする

0

極軸と鏡筒を前から

見て平行にする

0
フアインダー視 界

食
オ

童札望Tらべると '
約 :° になる

極 軸 (赤経 )ク ランプ

＼
＼       |「 赤緯微動ハンドル

|:フ i:lilli
赤緯クランプ



前ページの「極車由の合わせ方」では、鏡筒と極車由を、日で見てだ

いたいの平行 を出 したわけですが、以下の方法を使えば、正確に

平行を出せます。それだけ極車由合わせが正確にできるわけです。

それと同時に赤緯 目盛 を正確に合わせることができます。

0「極車由の合わせ方」の0と 同 じ方法で鏡筒と極車由を目でみてだい

たい平行にしておきます。

0極車由クランプをゆるめ鏡筒を極車由の西側にまわ します。「極軸の

合わせ方」の0と 0の操作でファインダー内の十字線交点附近に

Jヒ極星をいれます。

ファインダーをのぞきながら鏡筒を極軸のまわ りに東側
へ約 180°

まわしていった時、ヨヒ極星がもとの位置をほとんど動かないよう

であれば極車由と鏡筒の平行はでています。赤緯 目盛環の固定ネジ

を少 しゆるめ目盛環 をまわ して90に セッ トし固定ネジをしめれば

完了です。

00の 操作 をした時、北極星がたとえば上図のように①から②
へ動

いた時は鏡筒と極車由は平行になっていません。そ
の時は赤緯微動

ハン ドルを使 つてJヒ極星が①と②の中間 (Xの位置 )に くるよう

にします。これで鏡筒と極車由が平行にな ります。あとは
0と 同 じ

ように赤緯目盛を90に セッ トすれば完了です。

00の 操作 で鏡筒を西か ら東へ約 180度 まわした時、北極星がは じめ

の位置のま上かま下でな く多少ななめに移動 し
た時は鏡筒バン ド

固定ネジのしめ具合を調1整して、まず星がま下かま上にくるよつ

にします。そのあとで0の操作をあらためておこないます。

赤緯・赤経目盛を使 うと目だけではさが しにくい暗い星雲や星団

を速 くさがす事ができます。赤緯 目盛は、0°から90° まで 2° 間隔

で目盛がつけられています。赤経 目盛は 0時から24時まで 10分間

隔で目盛がつけられています。実際の目盛の使い方は次の例題で

説明 しましょう。

(例 :M57(こ と座の ドーナツ星雲)を見つけよう。′_)

●附属の星座早見盤から、こと座のドーナツ星雲 M57は CとDの

α星 (ベガ)の近 くにあることがわか ります。ベガは明るい l等星

で春から秋にかけてどこでもみることができます。そこでこの
ベ

ガをたよりに匝ヨをみつけましょう。

0市販の恒星図からド

ーナツ星雲 とベガの

赤経・赤緯 をもとめ

ます。

Oま ず低倍率 (50倍以

下がよい)の接眼レ

ンズを使い望遠鏡の

視界の中心にベガを

とらえ、赤緯・赤経

目盛 を0で求めてお

いたベガの値に合わ

せます。

赤 経 赤緯

ドーナツ星雲 18日寺52うト

⊂互∋のベガ 18腎寺36う)

0赤緯 と極軸の微動ハン ドルをまわ して、赤緯・赤経目盛がそれ

ぞれoで求めておいた ドーナツ星雲の値になるまで動か します。

望遠鏡をのぞけば目的の ドーナツ星雲が視界の中に見えています。

かな り′Jヽさなものですからよくさが してください。見つかったら

倍率 を少 し高めにしてみると見やす くなります。

――――一― 赤緯 目盛環

赤緯 目盛 指標

赤緯 目盛環 固定 ネジ

十字線交点附近に北極星
を入れる

ファインダーの視 界0極軸の西側に鏡筒をもってくる

警一一二|`ユ[  1:色軸クランて
赤経 。時角

目盛 指標
赤経・ 時 角 日盛

ファインダーの視 界

鏡 筒 と極 軸 が平 行 でない

時 は、北極 星 が移動 す る

もってくる

盛環固定ネジ

ファインダー

00極 軸の東側に

ファインダーの視 界

後側の鏡筒バンドをしめ
すぎの場合

固定■ジ
(巌ζ



観測時刻をあらか じめ決めてお く場合にはこの方法が便利です。

目盛を使って星をとらえるには、星の赤緯 と時角をまえもって調

べてお く1蟻があ ります。星の赤緯は市販の恒早図で簡単に求め

る事ができますが、時角を求めるには、少 し計算をする
1蟻があ

ります。この計算の しかたについては次の例題 をごらんください。

赤緯、赤経、時角、それに時角の計算に必要な地方1洒星時は下図

のように計った角度を表わ しています。

θ(地方恒 :

、、 星時り)′
′

地平線

α・赤 経  H
δ・ラ絲 葦  θ

たとえば8月 20日 の21時に M57を見たい時には次のようにします。

(観測地を兵庫県の明石 としておきます。)

●日 の票継、ポ羅を需論の道童歯で求めておきます。

これは前ページの例 と同 じため赤経は18時 52分。赤緯は33度です。

0星座早見盤 を 8月 20日 の21時にセッ トした時、地方1酒早時はだい

たい19時になっています。この観測時刻での時角は上図を見れば

すぐわかるように     ・

時角=(地方恒星時 )一 (赤経 )

で求められます。(時角の値がマイナスになった場合は24時をたし

た値が求める時角です。)

この例では匝 57」 の時角=19時一 18時52分=8分

となります。ですか

らこの観測時亥りに (ま

ほとんど真南に見え

ている事がわか りま

す。わずか時角目盛

の 8分 (約 1目 盛分

にあたる)だけ真南

より西イ則にきている

わけです。

o齢桑i轟晏i欝に箸革する星を星座早見盤でさがすと、Cと Dのベガ

が同 じ日の20時45分 ごろ南中するのがわか ります。この時刻にベ

ガを望遠鏡内に入れ、時角目盛環 をまわして目盛 を 0時にセッ ト

します。

● 次に極車由微動ハン ドルをまわして、0で求めておいた時角 8分に

目盛 を合わせます。

さら:こ赤鮒 動ハン

ドルを使 って赤緯 目

盛が0で求めておい

た33度をさすまでま

わ します。

0こ れで観測時刻 21時に望遠鏡をのぞけば、目的の天体 画 が

見えているはずです。ただ し星座早見盤の印刷の誤差などのため

に、地方恒早時の言売みに前後 10分 ぐらいのちがいがでてくること

があ ります。そのため観 ,貝J時刻になっても目的の天体が見えない

場合は、極軸イ救動ハン ドルを前花疑にひとまわりぐらいまわ して、

その附近 をさが して ください。モーター ドライブ装 置をつけてあ

る場合でも、ここまでは電源を切 っておきます。視界に目的の天

体が見つかってからモーターの電源を入れるようにします。

ポラリス型赤道儀の場合には、経緯台としての使い方 もできます。

極軸固定ネジをゆるめ、極車由を下の写真のように垂直に立てて固

定すれば、経緯台として使用できます。経緯台として使用する時

は、赤道儀のクランプや微動ハン ドルが、それぞれ経緯台のクラ

ンプや微動ハン ドルの役 目をするわけです。

赤道儀の時

極車由クランプ

赤緯クランプ

経緯台の時

―――一→ 水平動クランプ

ーー→ 上下動クランプ

極葬由イ救重カハン ドル
ー

水謝 動ハン ドル

赤緯微動ハン ドル 一一→ 上下微動ハ ン ドル

日

に
す

２‐
時

ト

月

２‐

ッ 上 下 動 ク ラ ン プ

水 平 動 ク ラ ン プ ー ー J■ 用 ■ ■ 強 澤 冒 童 百 一 水 平 微 動 ハ ン ドル

極軸固定ネジ
ー ー

~n―
ハンドル



めん どうな時角の計算 は必要 あ りません。

極軸望遠鏡の取 リイ寸けは昼間の うちに してお きます。

0鏡筒 と三脚、バ ランスウェイ トをはず した赤道儀のみ を用意 します。

0高度調整微動ネジを取 りはず します。
0極軸の前後のキャッ
プをはず し、極車由の

うしろ側か ら涸疎由望

遠鏡 を写真の ように

さしこみ、固定ネジ

で固定 リングを六角

レンチをイ吏って しっ

か りと極車由に固定 し

ます。

0極 軸望遠鏡 を取 り付 けたまま経緯台 として も使用す る時 には、固定
リングをはず し、極軸望遠鏡のみ を直接極軸 に取 りつけて くだ さい。

この場合 は、次の o
～0の 方法で調整 し

ます。ただ し、 この

取 リイ寸け方 では、 後

述の極軸の合 わせ方

で「簡略的な方法」し

かイ吏えません。

0視度調整環 をまわ し、視界内のスケールがはっ きり見 えるように調

整 します。

0光軸調整ネジを六角 レンチで少 しゆるめ、極軸望遠鏡の鏡筒が回転

で きるように してお きます。

0赤緯 クランプだけをゆるめてか ら、 しっか りした机の上 に筒受 を下

に してお きます。赤道イ義がたおれない ように、 しっか りと筒受 を手

でささえていて くだ さい。

0極軸望遠鏡 で地上の風景 をとらえます。

0赤緯車由を回転車由に して、 極車由 (極車由望遠鏡 )を ゆっ く り左右 に振 り

なが ら極軸望遠鏡 をのぞ きます。

0ス ケールの十字線の一本が、像の移動方向に平行になるように、種

軸望遠鏡の鏡筒 を回転 します。視度調整環 をまわ して も十字線はま

わ りません。 これでスケールの十字線の一本 は赤緯車由に平行 になり

他の一本 は直角にな ります。

0像 の移 動方 向 とスケールの十字 線 の一本 を平 行 にす る

〔不良〕

0赤道儀 を普通の状態 に置 き直 し、赤経 (極軸 )ク ランプをゆるめて、

筒受 を栖葬由の左側 にまわ します。

0極軸固定ネジをゆるめて極軸 (極軸望遠鏡 )を 上下 に動か し、極軸

望遠鏡の視界の十字線交点附近 に、 l km以上 はなれたアンテナやエ

ン トツな どをとらえてか ら極軸固定ネジを しっか りと固定 します。

O筒受 を極軸の右側べ 180° まわ してゆ くと中心 に見 えていたものが、

円 をえがいて動いてゆ きます。その円の中心 (00図 の×印 )が ど

こにあるかを見つけて くだ さい。

0そ の円の中心位置が十宇線交点に くるように六角 レンチで光軸調整

ネジを調整 します。像 は調整ネジを しめた方向 とは逆 に移動 します
`

● 十字線交点附近の像が、十字線に対 してほとん ど動かな くなるまで

0、 0の操作 を くりかえ します。像の動 きが角度 で約 5′ 以内 (二重

円のす きまが5.5'あ ります。)に お さまれば充分 です。

0調整が終 った ら、高度調整微動ネジをもと通 りにつけてお きます。

固定 ネ ジ (3本 )
固定 リング

光軸 調整 ネジ (3本 )

対物レンズ

ペンライ ト

ガラススケール

照明装置 (明視野 )

クリップ ミゾ

`撃
'  ― ‐ |‐ l

単 三 電 池 (lコ )

六 角 レンチ (1本 )

接 眼 レ ン ズ

〔視界内の

スケール〕
:i ll

北極 星 の北極 点

か らのず れ

!975年 …… 51′

1985年 …… 48′

1995年 … … 45'

視 度調 整環

極軸望遠鏡ギ
~六角レンチ

固定 リング

固定 ネ ジ (3本 )

キャップを
はずす

高度調整微動
ネジをはずす

00■ .、     I I 赤経(極軸 )

極 軸望 遠 鏡

目標物 を中心 に入 れる

A・ B・ Cは調 整 ネジ

キャップを
はずす

高度調整微動
ネジをはずす

筒受 を極 軸 の

右側 に まわす

た とえば上 図の よ うに 目標 物 が移 動 した時 は、 A、 Bの 調 整 ネジ をゆ るめC

を しめて ×印 が スケ ールの十 字線交 点 に くるよ うに調 整 します。



0照明装置 を極軸の先端の穴 にさし込 んで取 り付 けます。ペンライ トの

スイッチを入れると極軸望遠鏡の視界が、 うす赤 くヽリスケールがはっ

きりと見えます。ベンライ トのスイッチは左右 どちらにもまわります。

極 軸望 遠 鏡

0視界の明 るさは、ベ ンライ トの出 し入れで調整 します。

ベンライ

0赤道儀のセッティングが終 った後 は、この装置 は取 りはず してお きます。
0ペ ンライ トだけを取 り出せば、観測中に星図 を見 た り、スケ ッチ を
する時 に不llHで きます。

○ペ ンライ トを再 び装置 に さしこむ時 は、筒の側面の ミゾ〔こペ ンライ

トの クリップが くるように しておいて くだ さい。

観望 や標準 レンズでの星野撮影の時 は、 この

方法で充分 です。

●北極星の見 える場所 に望遠鏡 を設置 します。

0照明装置のスイッチ を入れ、極軸望遠鏡の視界 を明 る くします。

0高度調整 微動ネジ と方位 固定ネジで、極軸 (極軸望遠鏡 )の 高度 と

方位 を調整 して、0図の位置 に北極星 を入れれば完 了です。

0      ヨじ極星を北斗七星のη星と0シオペア⑮
のε星 を結 んだ線上 の η星 よ りの二 重 円の

●

北 斗七星  す きまに入 れ ます。          ヵシ ォペ ァ

片 方 の 日で十字 線 の 中心 を見 て、他 方 の 目で北 斗七星 の η星 か、(カ シォ

ペ アの の ε星 をとらえると、北極 星 を上 図の直線上 にとらえやす くなります。

極 軸望 遠鏡

の視 界

輌画目■目■墨蒻D長 時間露出の望遠 レンズ撮影や直接焦点撮影、拡

大撮影の場合 には、 この方法で極軸 を合わせて くだ さい。

o簡略的な方法 で、極軸 をだいたい合 わせてお きます。

0赤経・赤緯両 クランプをゆるめ、望遠鏡の ファインダーの十字線交

点に北極星の赤経 (2時 10分 54秒 :1979年現在 )に で きるだけ近 い

星か、赤経が北極星か ら12時 はなれた点 (赤経 14時 10分 54秒 )附近

の星 をつか まえ、両方の クランプを しめ ます。

′
赤経 が北極 星 か ら約 12時間 はな
れ てい る星 明 る さ 赤経 (1979年 現在 )

大 ぐま座    η星 |.9等 星 13腎寺46う卜43希少

Lゅ う座  __´―α星 ・~

うしかいり室    α」塁 0.2ミ争』己 14日寺14う卜42千少

0極軸望遠鏡 をのぞ くと、十字線の一本 (赤緯軸 に直角なほ うの一本 )

の近 くに北極星が見 えているはずです。二重円内の この直線上 に北

極星 を入れなお します。 この際、北極星の移動 には、方位 固定ネジ

と高度調整微動ネジのみ を使 い ます。 これで極軸のセ ッティングは

完 了です。

〔調整前〕       〔調整後〕

おお ぐま座 ←

η星側

→ カシオペア座

ε星側

赤緯軸 に直 角 な方 向の線

赤緯 14時 :0分

極 軸望 遠 鏡

の視 界

0

(参 考 )こ の方法に利用で きる星

北極星の赤経 に近 い星 明  る さ 赤経 (1979年 現在 )

カシオペア座   ε星 3.4等 星 l 欧宇52うナ52奉少

おひつ じ座    β星 2.7等 星 1 欧宇53づ)29禾少

アン ドロメダ座  γ星 2.3等 星 2時 02分36秒

おひつ じ座    α星  1 2.2等 星 2時05分5野少

三角座      β星 3.l等 星 2時08分 1石少



d国罰ヨロ軍瓢D  モー
(全重量 600g)
コントロールボックス

|√ 5cm¬ ギ

薔 ?  l
アー① ギァー② ヮッシャー(2枚)六角レンチ(2種 )

0ギ アー① を極軸 (赤経 )微動軸 に、ギアー② をモー ター軸 にさし込

み、 ともに六角 レンチで軽 く、セ ッ トビスの先が軸の平 らな部分

にあたるように固定 します。

o左 の写真の ように各ギアーをかみ合 わせ、「モー ター取イ寸金具」を

赤道儀 に六角ネジとワッシャで軽 く固定 します。各ギアーの軸に

そっての移動 と、取 り付金具の移動 で二 つのギアーのかみ合わせ

を良 くします。そ して、各ネジを六角 レンチでよく固定 して くだ

さい。

0コ ン トロールボ ックス下部 にモー ターか らの コー ドと電源か らの

コー ドを接続 します。

o電 池ボックスは、ズボンのベル トな どに取 リイ寸けてお くと便利です。

(電源〕電圧4.5∨ -6.5∨ 直流、消費電流50～ 60mA

単三電池 (15∨ )4本 を、電池ボックスに入れ ます。 この時電池は十

一の向 きをまちがえない ように指定の向 きに入れて くだ さい。

普通品で約 10時 間、アルカ リ型電池で約 50時 間の連続イ吏用可能 です。

MD― !に イ吏用のモー ターは直流モーターのため、一般家庭の 100∨

コンセ ン トか ら電源 を得 るためには、 ACア ダプターが必要 です。

Afア ダプタ~は ヽ電気器具販売店 で各種 あつかってお りますが、

本製品 に利用で きるACア ダプターは、ナシ ョナルの RD-9487と

ソニーの AC-9で す。

・毎分%回転
・定速回転精度±0.3%
・ 出力軸 トルク2kg cm
e使用温度範囲
― !0°C～ +50° C

速度調整範囲-5%～ +30%
目盛ダイヤルにて連続可変

ツマ ミを右 に回す とスイッチが入 り、同時 に電源確認 ランプがつ きます。

0の 位置近 くで星の 日周運動 と同速度 にな りますが、十、一多少の誤差

があ りますので、実際の星空で確かめてください。赤道儀のセッティングが

完全 で、 もし10分程度の観測で星がかな りずれてゆ くようであれば、こ

のッマ ミを回 して、あ らか じめ調整 してお きます。星 が西の方へ移動 し

てゆ く時 は、ツマ ミを十の方へ、逆 に東の方へ移動 してゆ くときは、一

の方ヘツマ ミを回 して くだ さい。使用 していない時 は必ずスイッチを切

っておいて ください。
止ボタン(黄 )

日周速度に対し―100%減 ガイ ド中に、星が東の方へ移動 しす ぎナこ時 は、 このボタンを押 して くだ

さい。押 している間中モーターは停止 してい ます。
日周速度に対 し+30%増

ハンドス トラップ

ガイ ド中に星が西の方に移動 しす ぎた時 は、 このボ タンを押 して くださ

い。押 している間中、モーターは約30%増速 され ます。

電 源 が ONの 時 、 赤 い ラ ン プ が つ い て い ます 。



対物鏡は、工場出荷時にすべて光軸 を正 しく合わせてあります。

レンズや鏡をはず した り強いショックをあたえないかぎり光車由は

ずれません。星を見た時、視界のまん中近 くの像がされいな点像

に見えれば光車由は合っています。またピン トを少 しずらして星の

像を大 きくして見た時の見え方によっても光車由が合っているかが

わか ります。(下図)星の見え方が悪い場合には、以下の光軸修正

をして ください。光軸修正装置がない望遠鏡の場合は、ビクセン

本社にお送 りください。検査及び修正 をしてお返 しtヽ たします。

光軸 が合 ってい る 光軸 が ズ レてい る

◎ ((((《‐

(ビ ン トが合っている時)(ピ ン トをずらした時 ) (ピ ン トが合っている時)(ピ ントをずらした時 )

o中心に直径 5m/mく らいの穴をあけたケン ト紙を用意 します。

o対物 レンズにキャップをし、接眼レンズをはず してから、接眼部

のうしろ 3～ 5cmの ところに、ケン ト紙をお きます。ケン ト紙の

前方から光をあて、中心の穴か ら接眼部のまんなかをのぞきます。

対物 キ ャ ップ をつ け る

ケ ン ト紙

(接眼 レンズは、つ け ない )

o奥の対物レンズに自紙の像が大中小三つうつります。④図やЭ図

のように見える場合は、光車由修正をする必要はありません。◎図

のような場合は、次の方法で修正 します。

〇光軸力RIEし く合っている◎光軸がだいたい合っている◎光軸がずれている

●対物 レンズ枠の前面についている三対のネジで大中小の像が、大

の中央の一点に集 まるように修正 します。ずれている方向に近い

0望遠鏡を明るい方向に向け、接眼レンズをつけずに ドローチュー

プの中心からのぞいてみて、①図のように見えたらt主鏡・斜鏡

とも位置 が狂っています。まず斜鏡の位置をなおします。修正は

斜鏡筒の三本の修正ネジをゆるめて斜鏡筒を矢印のようにまわし

て斜鏡の 面を正 しく接眼筒の方へ向けてから、主鏡が斜鏡のまん

中に見え るよう三本の修正ネジで修正 して固定 します。

接
眼
筒
の
中
心
に
斜
鏡
が
き
て
い
る
こ
と
。

①、②、③は斜鏡修正ネジです。

左図の場合は②と③のネジをゆるめて

①をしめれば修正できます。

斜鏡筒ド

ロ

ー

チ

ュ
ー

プ

わずか

まわす

00図 は斜鏡のサポーターの長 さがちがつて見えます。これは斜鏡

の位置が正 しく、主鏡の位置が狂っている状態です。主鏡枠のう

しろについている三対の修正ネジをまわ して主鏡の傾 きを修正 し

ます。筒口から手を主鏡に写るように出すと、主鏡の修正ネジの

修正イ固所が早 くわか ります。なおスカイ
ーR8型の場合は、三本の

修正ネジで修正できます。

B(〔 :〕 )c

{8雪 :章彰 }主
鏡調整ネジ

左図の場合は、Aの 引きネジ

②をゆるめ、押 しネジ①をし

めれば修正できます。

ネジ対 または、その方

向からはずれている 2

組のネジ対で調整 しo

図のЭ力◎の状態にな

るようにします。

① 押 しネ ジ

② 引 きネ ジ

― 対 の ネ ジ

で、一 方 を

ゆ るめ た ら、

①
か な らず他

② 方をしめて
下さい。

0こ れで光車由修正は完了です。ドローチュープからのぞくと同心円

状になって自分の目がまん中に見えます(0図 )。 光軸修正は一度

ではうまくできません。何度 も練習 してみて ください。

ドローチ ュー プ

斜 鏡 に写 った主 鏡

斜鏡

斜鏡 に写 った 自分 の 日

主鏡 に写 つた斜 鏡

主鏡 に写 つた斜鏡サ ポー ター

日 修正ネジが 2本の対の場合は、一方
が押 しネジ、他方は引きネジになっ

ています。一方をゆるめたらかなら

ず他方はじめておきます。



(監 修 )下保

∞ 百瀬

茂 ⊂亜壷亜D500円
彰


